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関西詩人協会会報 第113号（2024.4.1）

関
西
詩
人
協
会
会
報

第113号 2024.4.1
発行者・永井ますみ

	①
各
ト
ピ
ッ
ク
ス

	②
関
西
詩
人
協
会
イ
ベ
ン
ト	

告
知

	③
文
学
散
歩	

告
知
／
運
営
委
員
会
の
模
様

	④
詩
画
展	

告
知
／
運
営
委
員
会
の
模
様

	⑤
30
周
年
記
念
誌	

告
知

	⑥
詩
の
実
作
講
座
／
詩
の
朗
読
「
風
の
会
」

	⑦
新
入
会
員
の
紹
介
／
各
会
員
の
今
後
の
予
定

	⑧
入
退
会
／
会
員
の
活
動
／
会
員
の
詩
書
／
会
員
発
行

の
詩
誌
／
団
体
の
会
報
・
図
書

（
敬
称
略
）

関西詩人協会イベント2024
「『世界の国からこんにちは』の歌は

どうしてできたか」
24年5月12日（日）
13：40～16：30（受付13：20～）
ドーンセンター5F　視聴覚室

（地下鉄谷町線・京阪電車「天満橋」駅 東へ）
＊詳しくはP２及びチラシ・葉書をご覧下さい。

文学散歩 
「田辺聖子＆司馬遼太郎」

24年4月27日（土）
東大阪市市民多目的センター
13：00集合

（近鉄奈良線「河内永和」駅下車・北側）

二人の記念館を回る、3㎞弱のコースです。
＊詳しくはP3及び葉書をご覧下さい。

詩の朗読「風の会」
第2回 4月7日（日）ゲスト：野口幸雄
第3回 6月2日（日）ゲスト：今 猿人
場所：国労大阪会館
いずれも14：00～16：30開催
＊詳しくはP6～ p7をご覧下さい。

詩の実作講座
第1回 6月15日（土）18：00～21：00
鑑賞「藤田晴央」＆持ち寄り作品の合評会
場所：梅田 大阪駅前第2ビル 5F 研修室
以後、偶数月の第三土曜夜に毎回開催します。
＊詳しくはP6をご覧下さい。

日本詩人クラブ 関西大会
24年5月11日（土）
13：30～17：00（受付13：00～）
講演・四元康祐氏ほか
大阪キャッスルホテル・7F

（地下鉄谷町線・京阪電車「天満橋」駅直結）
関西詩人協会会員の方はぜひご参加下さい。
＊チラシと申込み葉書は別便で先に発
送済です。お申込みまだの方は大至急
ご投函下さい。

新大阪

大阪
（梅田）

天満橋淀屋橋

本町

南森町

天神橋筋六丁目

地下鉄谷
町線

東梅田西梅田

北浜
京阪

谷町四丁目

心斎橋

関西詩人協会 
設立30周年記念誌

作品募集 !!
27字×23行
締切り：6月末日
会員の方はできるかぎりご参加下さい。
創立30周年記念誌です。
＊詳しい募集要項はP5をご覧下さい。

関西詩人協会 詩画展 2024
24年9月27日（金）～10月1日（火）
12：00～18：00〈搬入：9/26（木）15時〉
場所：アート・スペース・わ

（地下鉄堺筋線・南海線「天下茶屋」駅下車）
秋の開催ですが、事前チラシ作成の都合上、
参加者は4月末までに同封葉書にてお申込
み下さい。
＊詳しい募集要項はP4及び葉書をご
覧下さい。

/ ★会員の皆さんは、盛りだくさんの企画にぜひご参加下さい★ /
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関西詩人協会・イベント・2024
「『世界の国からこんにちは』の歌はどうしてできたか」

講演二題と詩の朗読の午後
日　時：2024年5月12日（日）

午後1時40分～4時30分（開場1時20分より）
場　所：ドーンセンター5階・視聴覚室にて

大阪市中央区大手町1-3-49　TEL：06-6910-8500
京阪電車・地下鉄谷町線「天満橋駅」より東へ300メートル

参加費：会員・会員外共 1000円（高校生以下無料）当日受付にて。
今回は特に会員以外の方にも声をかけてください。

プログラム
開会のことば　関西詩人協会代表 永井ますみ

第一部講演　講師・仲野泰
やす

生
お

さん「岡本太郎と太陽の塔」
プロフィール（1955年～）東京生まれ。元川崎市岡本太郎美術館学芸課長。
現在 京都場 ＫＹＯＴＯ-ba 館長　岡本太郎に関する企画展を多数開催されている。

休憩（15分）

第二部講演　講師・江口 節さん「詩人・作詞家 島田陽子の仕事」
プロフィール（1950年～）広島県生まれ神戸在住。
詩集『水差しの水』で小野十三郎賞、『オルガン』で富田砕花賞ほか受賞。
同人誌「多島海」「鶺

せき
鴒
れい

」発行所、同人誌「叢生」（終刊）元同人。
日常語をゆたかな詩語とすることに心を砕いて詩を書かれている。

第三部　会員による島田陽子さんの詩の朗読
「滝」「さなぎ ―千里ニュータウン―」「あかんたれ（回

かい
文
ぶん

）」「いうやんか」
「うち　知ってんねん」「女の子のマーチ」ほか
（朗読される方を募集いたします。積極的にご参加お願いします。）
全員で『世界の国からこんにちは』の合唱

閉会のことば　関西詩人協会事務局長 島 秀生
…終了4時30分予定…　みんなで片付け

応募締切：4月20日　詩の朗読希望　申し込みは会報に同封のハガキで
連絡・問い合わせ：南条ひろし　090-9048-2690　mr4h-tnmr@asahi-net.or.jp

井上良子　080-5638-1392　yoshiko.inoue.info@gmail.com

２
０
２
４

「
田
辺
聖
子
と
司
馬
遼
太
郎 

記
念
館
を
巡
る
」

日
時
：
24
年
4
月
27
日（
土
）13
時

集
合
場
所
：
東
大
阪
市
市
民
多
目
的
セ
ン
タ
ー

3
階 

中
会
議
室
2

参
加
費
：１
０
０
０
円

（
司
馬
遼
太
郎
記
念
館
入
場
料
５
０
０
円
を
含
む
）

課
題
図
書
：「
孤
独
な
夜
の
コ
コ
ア
」田
辺
聖
子

（
新
潮
文
庫
）＊
短
編
集
で
す

至
急
★
参
加
お
申
し
込
み
は
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
て

4
月
20
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

メ
ー
ル
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

m
arionette20@

outlook.com
 

に
し
も
と
め
ぐ
み
ま
で
。

●
集
合
場
所
説
明

　

近
鉄
奈
良
線「
河
内
永
和
」駅（
鶴
橋
か
ら
３
つ
目
の
駅
）を

下
車（
必
ず
各
駅
停
車「
普
通 

西
大
寺
行
」ま
た
は「
普
通 

東

花
園
行
」に
乗
車
の
こ
と
）。

　

改
札
を
出
て
す
ぐ
右
側
の
、JR
乗
り
換
え
出
口
を
降
り
る

と
、す
ぐ
北
側
に
左
記
写
真
の
交
差
点
が
あ
り
ま
す
。そ
の
交

差
点
を
渡
り
、ド
レ
ミ
薬
局

と
書
い
て
い
る
建
物
の
、す

ぐ
向
こ
う
隣
が
東
大
阪
市

市
民
多
目
的
セ
ン
タ
ー
の
建

物
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
の
3
階
に
あ
が
り
、

「
中
会
議
室
2
」（
中
会
議
室

は
1
～
5
ま
で
あ
り
ま
す

が
、そ
れ
の
2
番
で
す
）が
、

今
回
の
集
合
会
場
と
な
り

ま
す
。
13
時
集
合
で
す
。

ドーンセンター

テレビ大阪

大阪歯科大学附属病院

OMM
ビル

天満橋駅

大川（旧淀川）
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２
０
２
４

「
田
辺
聖
子
と
司
馬
遼
太
郎 

記
念
館
を
巡
る
」

日
時
：
24
年
4
月
27
日（
土
）13
時

集
合
場
所
：
東
大
阪
市
市
民
多
目
的
セ
ン
タ
ー

3
階 

中
会
議
室
2

参
加
費
：１
０
０
０
円

（
司
馬
遼
太
郎
記
念
館
入
場
料
５
０
０
円
を
含
む
）

課
題
図
書
：「
孤
独
な
夜
の
コ
コ
ア
」田
辺
聖
子

（
新
潮
文
庫
）＊
短
編
集
で
す

至
急
★
参
加
お
申
し
込
み
は
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
て

4
月
20
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

メ
ー
ル
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

m
arionette20@

outlook.com
 

に
し
も
と
め
ぐ
み
ま
で
。

●
集
合
場
所
説
明

　

近
鉄
奈
良
線「
河
内
永
和
」駅（
鶴
橋
か
ら
３
つ
目
の
駅
）を

下
車（
必
ず
各
駅
停
車「
普
通 

西
大
寺
行
」ま
た
は「
普
通 

東

花
園
行
」に
乗
車
の
こ
と
）。

　

改
札
を
出
て
す
ぐ
右
側
の
、JR
乗
り
換
え
出
口
を
降
り
る

と
、す
ぐ
北
側
に
左
記
写
真
の
交
差
点
が
あ
り
ま
す
。そ
の
交

差
点
を
渡
り
、ド
レ
ミ
薬
局

と
書
い
て
い
る
建
物
の
、す

ぐ
向
こ
う
隣
が
東
大
阪
市

市
民
多
目
的
セ
ン
タ
ー
の
建

物
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
の
3
階
に
あ
が
り
、

「
中
会
議
室
2
」（
中
会
議
室

は
1
～
5
ま
で
あ
り
ま
す

が
、そ
れ
の
2
番
で
す
）が
、

今
回
の
集
合
会
場
と
な
り

ま
す
。
13
時
集
合
で
す
。

●
コ
ー
ス
説
明（
全
行
程
約
3
㎞
弱
）

東
大
阪
市
市
民
多
目
的
セ
ン
タ
ー（
河
内
永
和
駅
）

　
田
辺
聖
子『
孤
独
な
夜
の
コ
コ
ア
』を
レ
ポ
ー
ト
発
表

　

↓
歩
15
分

田
辺
聖
子
記
念
館（
学
芸
員
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
）

　

↓

　
長
瀬
川
い
き
い
き
水
路

　

↓
歩
30
分

司
馬
遼
太
郎
記
念
館（
ホ
ー
ル
で
の
映
像
鑑
賞
な
ど
）

　

↓
歩
15
分

近
鉄
奈
良
線「
八
戸
ノ
里
」駅
着

●
課
題
図
書
に
つ
い
て

　

今
回
の
文
学
散
歩
の
課
題
図
書
は
い
ち
お
う
田
辺
聖
子『
孤

独
な
夜
の
コ
コ
ア
』に
し
て
お
り
ま
す
。
東
大
阪
市
市
民
多
目

的
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、そ
の
レ
ポ
ー
ト
発
表
を
行
な
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、田
辺
聖
子
記
念
館
及
び
司
馬
遼
太
郎
記
念

館
の
、各
記
念
館
に
お
き
ま
し
て
は
、二
人
の
作
家
の
全
般
的

な
お
話
と
な
り
ま
す
。

（
担
当 

に
し
も
と
め
ぐ
み・藤
原
功
一・島
秀
生
）

田
辺
聖
子
書
斎（
再
現
）

司
馬
遼
太
郎
記
念
館

２
０
２
４
年
度 

第
1
回 

関
西
詩
人
協
会
議
事
録

日
時
：
２
０
２
３
年
12
月
10
日（
日
）15
時
～

場
所
：
国
労
会
館　
出
席
者
：
18
名　
議
事
進
行
：
島

１
．各
担
当
の
２
０
２
４
年
度
計
画
及
び
当
面
の
取
り
組
み

①
入
退
会
報
告（
嵯
峨
）

入
会
者
1
名 

退
会
者
3
名 

ご
逝
去
1
名

現
在
会
員
数
２
１
０
名

②
会
計
報
告（
北
口
）　
承
認

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
田
島
）（
10
月
9
日
～
12
月
9
日
）

会
員
の
詩 

福
田
ケ
イ
、都
圭
晴
、吉
川
悦
子

会
員
の
エ
ッ
セ
イ 

左
子
真
由
美

④
文
学
散
歩（
に
し
も
と・島
）

田
辺
聖
子（
案
）検
討
中　
5
月
開
催
予
定

⑤
詩
画
展（
来
羅・志
田
）

10
月
6
日（
日
）～
10
月
12
日（
土
）予
定　
会
場
未
定

⑥
詩
話
会（
市
原・田
中
）

「
風
の
会
」を
関
西
詩
人
協
会
で
引
き
継
ぐ
こ
と
が
決
定
し

た
た
め
、詩
話
会
は
風
の
会
と
呼
称
す
る
。

⑦
詩
の
イ
ベ
ン
ト（
井
上・南
条
）

5
月
12
日（
日
）会
場
：
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

視
聴
覚
室

「
こ
ん
に
ち
は 

世
界
の
国
か
ら
」大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
る
年

に
関
連
さ
せ
て
70
年
の
万
博
の
歌
の
島
田
陽
子
に
焦
点
を

当
て
る
。

⑧
会
報

2
月
29
日
締
切　
4
月
1
日
発
行（
１
１
３
号
）

２
．そ
の
他

　
①『
関
西
詩
人
協
会
設
立
30
周
年
記
念
誌
』の
作
成
に
つ
い
て

　
②「
詩
の
実
作
教
室
」に
つ
い
て

　
③
総
会
の
反
省
及
び
ハ
ガ
キ
に
お
け
る
要
望
に
つ
い
て

　
④
新
旧
運
営
委
員
の
引
継
ぎ
に
つ
い
て

　
（
書
記 

青
木
）

▲

次
頁
下
段
に
続
く
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関西詩人協会主催・2024 
第34回 詩画展のご案内

日時：2024年9月27日（金）～10月1日（火）　12時～18時　※最終日は15時まで
会場：アート・スペース・わ　大阪市西成区天下茶屋2-19-12

地下鉄堺筋線・南海電鉄　天下茶屋駅下車徒歩５分

搬入・搬出：
搬入・設営 9月26日（木）15時集合
搬出 10月1日（火）　最終日に搬出と懇話会（15時～）を行います。
搬入・搬出日に都合がつかない場合は、事前受け取り（配達日指定で管理人に連絡します）・託送（宅急便着払い伝票を
同封をお願いします）も可能です。後日、引き取りをご希望の場合、数日でしたら預かりも可能とのことです。担当者まで
ご連絡ください。
出品作品：詩と絵・写真・書などの平面構成。　縦 + 横の計が170㎝以内
詩とアート作品の作者が別人の場合は両方の作者名が必要です。
会費（作品1点）：2千円（懇話会のお茶代、紙上詩画展作成費含む）
参加申し込み：同封ハガキで4月末日必着でお願いします。
詩誌・詩集の販売：ギャラリーに2割を支払います。各自、置いてください。
会場はバリアフリーです。車イスでのご来場も可能です。
その他詳細は担当までお気軽にお問い合わせください。
連絡先：
来羅ゆら　Macha.bbb@icloud.com　FAX 072-941-5290
志田 恵　tomato@cat.email.ne.jp　TEL 080-5101-7815

『
関
西
詩
人
協
会
設
立
30
周
年
記

念
誌
』作
品
募
集

　

１
９
９
４
年
に
設
立
し
た
関
西
詩
人
協
会
は
、
今
年
30
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、『
関
西
詩
人
協
会
設
立

30
周
年
記
念
誌
』
を
刊
行
致
し
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ん

は
ぜ
ひ
作
品
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
な
る
べ
く
多
く
の
会
員
さ
ん

が
結
集
し
て
、
30
周
年
を
迎
え
た
関
西
詩
人
協
会
の
勢
い
を

お
披
露
目
で
き
る
記
念
誌
に
仕
上
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
集
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
要
領
は
下
記
で
す
。

【
記
念
誌
の
体
裁
】

・25
周
年
で
は『
自
選
詩
集
』と
の
合
本
で
し
た
が
、今
回
は
記

念
誌
単
独
で
の
出
版
と
な
り
ま
す
。

・ソ
フ
ト
カ
バ
ー　
１
０
０
ペ
ー
ジ
程
度

（
会
員
用
に
は
歴
代
主
要
メ
ン
バ
ー
の
懐
か
し
い
映
像
や
写
真

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
添
付
さ
れ
ま
す
）

・澪
標　
２
０
２
５
年
1
月
発
行（
1
月
会
報
に
同
封
予
定
）

・前
書
き
：
永
井
ま
す
み

・表
紙
絵
：
森
下
和
真

・お
わ
り
に
：
編
集
委
員

【
会
員
作
品
欄
の
体
裁
】

・２
段
組
の
上
段
ま
た
は
下
段　
（
1
ペ
ー
ジ
の
半
分
）

【
原
稿
規
定
】

●
詩
作
品
ま
た
は
エ
ッ
セ
イ

・本
文・タ
テ
27
字
×
ヨ
コ
23
行（
筆
名・タ
イ
ト
ル
は
別
）

・未
発
表・既
発
表
を
問
い
ま
せ
ん

・Ａ
4
サ
イ
ズ
の
用
紙
を
使
用
し
て
、下
図
の
規
定
に
沿
っ
て
原

稿
を
ご
記
入
頂
き
、送
付
先
ま
で
ご
郵
送
下
さ
い
。

・デ
ー
タ
で
頂
け
る
方
は
、送
付
先
ア
ド
レ
ス
に
メ
ー
ル
で
お
送

り
頂
く
と
共
に
、プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
を
、郵
送
で
も
お

送
り
願
い
ま
す
。（
こ
の
両
方
で
送
っ
て
頂
く
形
が
、一
番
ミ
ス

が
な
い
の
で
、な
る
べ
く
こ
の
形
で
送
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
推
奨

致
し
ま
す
）

・下
図
の
と
お
り
、原
稿
の
最
後
に
は
、当
会
以
外
の
所
属
詩

２
０
２
４
年
度 

第
2
回 

関
西
詩
人
協
会
議
事
録

日
時
：
２
０
２
４
年
2
月
11
日（
日
）13
時
30
分
～

場
所
：
国
労
会
館　
出
席
者
：
15
名　
議
事
進
行
：
島

１
．各
担
当
か
ら
当
面
の
取
り
組
み
な
ど

①
入
退
会
報
告（
速
水
）

入
会
者
2
名 

退
会
者
5
名 

ご
逝
去
1
名 

入
会
取
り
消

し
1
名 

永
年
会
員
申
請
1
名 

現
在
会
員
数
２
０
５
名

②
会
計
報
告（
北
口
）　
承
認

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
前・田
島
）

ア
ク
セ
ス
数 

３
４
２
件（
12
月
10
日
～
2
月
10
日
）

会
員
の
詩 

青
島
江
里 

瀬
野
と
し 

山
本
光
一

会
員
の
エッ
セ
イ 

青
葉
み
な
と 

播
磨
カ
ナ
コ 

に
し
も
と
め
ぐ
み

④
文
学
散
歩（
に
し
も
と・島・藤
原
）

「
田
辺
聖
子
と
司
馬
遼
太
郎 

記
念
館
を
巡
る
」課
題
図
書

「
孤
独
な
夜
の
コ
コ
ア
」（
新
潮
文
庫
）

4
月
27
日（
土
）13
時　
参
加
費
１
０
０
０
円

東
大
阪
市
市
民
多
目
的
セ
ン
タ
ー 

中
会
議
室
2

⑤
詩
画
展（
来
羅・志
田
）

9
月
27
日（
金
）～
10
月
1
日（
火
） 12
時
～
18
時（
会
期
中
）

搬
入・設
営
は
9
月
26
日（
木
）15
時
集
合 

17
時
ま
で
に
設

営
を
終
え
る
。

⑥「
風
の
会
」（
市
原・田
中
）

会
場 

大
阪
国
労
会
館　
時
間 

14
時
～
16
時
30
分

参
加
費 

５
０
０
円

今
後
の
予
定

2
月
12
日（
月・祝
）ゲ
ス
ト 

原
圭
治
さ
ん（
終
了
）

4
月
7
日（
日
）ゲ
ス
ト 

野
口
幸
雄
さ
ん

6
月
2
日（
日
）ゲ
ス
ト 

今
猿
人
さ
ん

⑦
詩
の
イ
ベ
ン
ト（
井
上・南
条
）

「『
世
界
の
国
か
ら
こ
ん
に
ち
は
』の
歌
は
ど
う
し
て
で
き
た

か
」の
タ
イ
ト
ル
に
決
定

5
月
12
日（
日
）ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
5
階・視
聴
覚
室

13
時
40
分
～
16
時
30
分　
参
加
費
１
０
０
０
円

⑧
詩
の
実
作
講
座（
下
前
、藤
原
、島
）

6
月
15
日（
土
）（
偶
数
月
第
3
土
曜
日・午
後
開
催
）

大
阪
市
総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
梅
田
）研
修
室

◀
次
頁
へ
続
く

アート・スペース・わ
FDSマンション

100円
ローソン

グリル
マイケル

大阪ファッション
アート学院

クリー
ニング店もぐらや

ダイコク
ドラッグ

北

イズミヤ
カナート

お好み
焼き

南
海
電
車

大
阪
メ
ト
ロ

　天
下
茶
屋
駅 交

番

ローソンローソン

駅前商店街 アーケード

天下茶屋駅東側出口から
アーケード2筋目角を左へ
徒歩3、4分
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『
関
西
詩
人
協
会
設
立
30
周
年
記

念
誌
』作
品
募
集

　

１
９
９
４
年
に
設
立
し
た
関
西
詩
人
協
会
は
、
今
年
30
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、『
関
西
詩
人
協
会
設
立

30
周
年
記
念
誌
』
を
刊
行
致
し
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ん

は
ぜ
ひ
作
品
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
な
る
べ
く
多
く
の
会
員
さ
ん

が
結
集
し
て
、
30
周
年
を
迎
え
た
関
西
詩
人
協
会
の
勢
い
を

お
披
露
目
で
き
る
記
念
誌
に
仕
上
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
集
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
要
領
は
下
記
で
す
。

【
記
念
誌
の
体
裁
】

・25
周
年
で
は『
自
選
詩
集
』と
の
合
本
で
し
た
が
、今
回
は
記

念
誌
単
独
で
の
出
版
と
な
り
ま
す
。

・ソ
フ
ト
カ
バ
ー　
１
０
０
ペ
ー
ジ
程
度

（
会
員
用
に
は
歴
代
主
要
メ
ン
バ
ー
の
懐
か
し
い
映
像
や
写
真

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
添
付
さ
れ
ま
す
）

・澪
標　
２
０
２
５
年
1
月
発
行（
1
月
会
報
に
同
封
予
定
）

・前
書
き
：
永
井
ま
す
み

・表
紙
絵
：
森
下
和
真

・お
わ
り
に
：
編
集
委
員

【
会
員
作
品
欄
の
体
裁
】

・２
段
組
の
上
段
ま
た
は
下
段　
（
1
ペ
ー
ジ
の
半
分
）

【
原
稿
規
定
】

●
詩
作
品
ま
た
は
エ
ッ
セ
イ

・本
文・タ
テ
27
字
×
ヨ
コ
23
行（
筆
名・タ
イ
ト
ル
は
別
）

・未
発
表・既
発
表
を
問
い
ま
せ
ん

・Ａ
4
サ
イ
ズ
の
用
紙
を
使
用
し
て
、下
図
の
規
定
に
沿
っ
て
原

稿
を
ご
記
入
頂
き
、送
付
先
ま
で
ご
郵
送
下
さ
い
。

・デ
ー
タ
で
頂
け
る
方
は
、送
付
先
ア
ド
レ
ス
に
メ
ー
ル
で
お
送

り
頂
く
と
共
に
、プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
を
、郵
送
で
も
お

送
り
願
い
ま
す
。（
こ
の
両
方
で
送
っ
て
頂
く
形
が
、一
番
ミ
ス

が
な
い
の
で
、な
る
べ
く
こ
の
形
で
送
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
推
奨

致
し
ま
す
）

・下
図
の
と
お
り
、原
稿
の
最
後
に
は
、当
会
以
外
の
所
属
詩

誌
、所
属
団
体
を
計
3
つ
ま
で
で
ご
記
入
下
さ
い
。紙
面
の
都

合
上
、そ
れ
以
上
書
か
れ
て
も
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。4
つ
以
上

書
か
れ
て
も
、前
か
ら
3
つ
ま
で
で
カ
ッ
ト
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、ご
諒
承
下
さ
い
。

【
原
稿
送
付
先
】

森
下
和
真

〒
６
０
３
‐
８
３
７
７

京
都
市
北
区
衣
笠
西
御
所
ノ
内
町
6 

い
し
は
ら
荘
2
Ｃ

封
筒
に
は
必
ず「
記
念
誌
作
品
在
中
」と
明
記
の
こ
と
。

デ
ー
タ
送
付
先
は
、morishita62r@

gm
ail.com

【
締
切
日
】

２
０
２
４
年
6
月
末
日　
必
着・厳
守（
郵
送
）

【
校
正
】

筆
者
自
身
の
校
正
一
回（
あ
と
は
編
集
委
員
に
お
任
せ
下
さ
い
）

【
参
加
費
】

３
８
０
０
円

振
込
み
は
通
信
欄
に「
記
念
誌
参
加
費
」と
明
記
し
て
会
の
郵

便
口
座
に
ご
送
金
く
だ
さ
い
。

０
１
０
１
０-

８-

８
４
４
４
７　
関
西
詩
人
協
会

【
配
布
数
】

参
加
者
に
は
30
周
年
記
念
誌
2
冊（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
１
部
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ

な
し
を
１
部
）を
配
布
。追
加
注
文
は
別
途
料
金
が
必
要
で
す
。

＊
ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
！
！

30周年 DVD 作製に向けて 
創立から1999年まで5年間の映像を求む！
関西詩人協会は来年度に30周年を迎えます。記念誌と共に、今迄の活動
をＤＶＤに纏めて同時に発刊する事になりました。そこで1994年創立から
1999年までの資料や写真を求めています。
　呼び掛けに応えて秋野光子さんと原圭治さんに総会の写真数枚と詩の教
室の写真を数十枚、遠藤カズエさんに写真、故水口洋治さんの奥様に新聞
記事コピーを頂いていますが、まだまだ不足ですのでよろしくお願いします。

※写真の裏に「撮影日付とイベント名」「所有者のお名前」をご記入ください。
2023年、2022年と徐々に逆行していますので依然募集はまだ有効です。 
記事等の読み上げをしてみたい方、ビデオ編集にご興味のある方の連絡を
お待ちしています。

【送り先】
〒651-1213 神戸市北区広陵町1ノ28 石井方

永井ますみ 宛

⑨
会
報

2
月
29
日
締
切
り　
4
月
1
日
発
行（
１
１
３
号
）

２
．そ
の
他

①『
関
西
詩
人
協
会
設
立
30
周
年
記
念
誌
』に
つ
い
て
」

②
日
本
詩
人
ク
ラ
ブ 

関
西
大
会

5
月
11
日（
土
）13
時
30
分
～
17
時（
受
付
13
時
）

大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
7
階

③
委
員
の
補
充

書
記
の
阿
部
由
子
さ
ん
が
退
会
し
た
た
め
、１
名
補
充
す
る

（
書
記 

青
木
）

Ａ
４
用
紙

筆
名
・
題
名

所
属
詩
誌
・
団
体

27
字

23行
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詩
の
実
作
講
座 

再
開
!!

　

大
阪
の
地
で
長
年
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
て
き
た
「
風
の

会
」（「
詩
を
朗
読
す
る
詩
人
の
会
『
風
』」
有
志
世
話
人
が
運

営
）
と
「
詩
の
実
作
講
座
」（
竹
林
館
「
Ｐ
Ｏ
」
編
集
部
が
運

営
）
が
、
い
ず
れ
も
２
０
２
３
年
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
し

た
の
は
誠
に
惜
し
く
、
忍
び
な
い
こ
と
で
あ
り
、
関
西
詩
人
協

会
の
方
で
急
遽
引
き
継
が
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
よ
り
運
営
主
体
が
い
ず
れ
も
関
西
詩
人
協
会
の
方
に
変

更
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
周
知
の
ほ
ど
宜
し
く
、
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

開
催
は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
毎
月
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
運
営
主
体
が
変
わ
り
ま
し
た
関
係
で
、
や
り
方
を

変
え
、
い
ず
れ
も
2
ヵ
月
に
1
回
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
「
風
の
会
」
の
方
は
、
旧
・
詩
話
会
チ
ー
ム
が
「
風
の
会
」

と
名
称
変
更
し
、
早
速
2
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、「
詩
の
実
作
講
座
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
、
担
当
兼

任
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
す
が
、
6
月
よ
り
再
開
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
場
所
も
ア
ベ
ノ
の
方
か
ら
、
広
域
で
集
ま

り
や
す
い
、
梅
田
の
大
阪
駅
前
第
2
ビ
ル
5
階
の
方
に
変
更

致
し
ま
す
。
ま
た
、
従
来
よ
り
、
一
般
の
方
が
参
加
で
き
る
形

で
の
開
催
で
す
が
、
加
え
て
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
要
望
の
多

か
っ
た
「
勉
強
の
場
」
と
し
て
も
ご
活
用
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い

で
す
（
例
年
の
総
会
は
が
き
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
要
望
で
は
、

1
位
が
講
演
会
、
2
位
が
勉
強
会
、
3
位
が
文
学
散
歩
の
順

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
の
第
2
位
の
要
望
に
応
え
る
も
の
で

す
）。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
詩
の
実
作
講
座 

再
開 

第
1
回

6
月
15
日（
土
曜
日
）18
時
～
21
時

（
偶
数
月
の
第
3
土
曜・夜
に
毎
回
開
催
致
し
ま
す
）

場
所
：
大
阪
市
立
総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
梅
田
）第
７
研
修
室

（
大
阪
駅
前
第
2
ビ
ル 

5
階・地
図
参
照
）

参
加
費：１
０
０
０
円

ご
注
意
＊
偶
数
月
の
第
3
土
曜・夜
に
毎
回
開
催
致
し
ま
す
。

場
所
も
こ
こ
で
す
が
、部
屋
番
号
に
つ
い
て
は
固
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、そ
の
場
に
お
い
て
毎
回
お
部
屋
を
ご
確

認
の
上
、入
室
下
さ
い
。

第
1
部

知
っ
て
て
ほ
し
い
現
在
活
躍
中
の
詩
人
シ
リ
ー
ズ
①

鑑
賞「
藤 

田 

晴 

央
」

＊
現
代
の
智
恵
子
抄
と
も
言
う
べ
き
詩
集
の
作
者
で
す

講
師
：
島 

秀
生

第
2
部

持
ち
寄
り
詩
作
品
の
合
評
会

＊
ど
な
た
で
も
詩
作
品（
1
回
に
つ
き
、一
人
1
作
に
限
る
）を

お
持
ち
寄
り
下
さ
い
。合
評
会
を
致
し
ま
す
。

＊
配
布
用
に
10
数
枚
、コ
ピ
ー
し
て
持
っ
て
き
て
下
さ
い
。

　
（
セ
ン
タ
ー
内
に
も
コ
ピ
ー
機
が
あ
り
ま
す
）

（
担
当
：
下
前
幸
一
、藤
原
功
一
、島 

秀
生
）

＊
JR
大
阪
駅
中
央
口
か
ら
地
下
街
を
ま
っ
す
ぐ
行
く
と
、駅
前

第
2
ビ
ル
と
第
3
ビ
ル
の
境
目
の
と
こ
ろ
に
着
き
ま
す
。ま
た
、

東
梅
田
、西
梅
田
か
ら
も
地
下
街
で
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

風
の
会

　

2
月
12
日
（
日
）
国
労
大
阪
会
館
に
て
、
原
圭
治
さ
ん
を

ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
、
関
西
詩
人
協
会
「
風
の
会
」
を
開
催
。

25
名
（
内 

会
員
外
か
ら
5
名
）
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。
原
さ
ん
は
現
在
92
歳
！ 

関
西
詩
人
協
会
の
設
立
メ

ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
ま
さ
に
関
西
の
詩
の
軸
の
よ
う
な
方
。
詩

の
朗
読
と
と
も
に
、
少
年
時
代
か
ら
大
学
、
教
師
時
代
、
詩

へ
の
想
い
な
ど
を
熱
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
！
原
さ
ん
の

詩
は
社
会
に
斬
り
込
む
主
題
も
多
い
の
で
す
が
、
決
し
て
難

し
く
は
な
い
。
知
識
や
経
験
の
裏
に
人
へ
の
温
か
さ
と
、
詩
と

し
て
の
柔
ら
か
な
創
造
性
が
あ
る
か
ら
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
思

わ
さ
れ
た
朗
読
会
で
し
た
。

原
さ
ん
の
朗
読
と
お
話
の

後
、
3
名
の
方
よ
り
自
作
詩

の
朗
読
が
あ
り
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

12
日
の
参
加
者
名 

会
員
20
名

い
し
だ
ひ
で
こ 

市
原
礼
子

大
西
久
代 

木
村
勝
美

熊
井
三
郎 

嵯
峨
京
子

榊
次
郎 

下
前
幸
一

田
島
廣
子 

田
中
猫
夢

張
華 

永
井
ま
す
み

南
条
ひ
ろ
し 

野
口
幸
雄

福
田
ケ
イ 

橋
爪
さ
ち
子

都
圭
晴 

美
濃
吉
昭

吉
田
定
一 

来
羅
ゆ
ら

他
会
員
外
５
名

◀
次
頁
へ
続
く
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各
会
員
の

朗
読
表
現
・ぽ
え
む
の
森 

第
七
回
朗
読
会

「
宮
沢
賢
治
の
生
涯
」

日
時
：
5
月
18
日（
土
） 

２
時
～
５
時

場
所
：
大
阪
姫
松
教
会（
阪
堺
電
車
上
町
線「
姫
松
」駅
下
車
徒
歩
３
分
）

参
加
費
：
５
０
０
円

連
絡
先
：
市
原（
０
９
０-

８
４
４
８
‐
５
３
７
３
）

毎
月
第
二
火
曜
日
、午
後
、国
労
会
館
に
て
例
会
。

森
田
好
子 

５
月
18
日（
土
）あ
べ
の
ベ
ル
タ 

午
後
６
時
よ
り

『
書
き
か
け
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
』詩
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ

「love&
piece

」他　
無
料

問
答	

今
猿
人

結
局
は
言
葉
で
は
な
い
と
思
い
な
が
ら

言
葉
で
考
え
て
い
る

考
え
る
こ
と
を
止
め
た
時

言
葉
は
瞬
間
消
え
て
無
く
な
る
け
れ
ど

す
ぐ
に
ま
た
元
の
所
に
戻
っ
て
く
る

ま
る
で
肉
に
群
が
る
蝿
の
よ
う
に

何
度
追
い
払
わ
れ
て
も

言
葉
を
使
わ
ず
に

考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か

言
葉
を
使
わ
ず
に

唄
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か

ず
っ
と
黙
っ
た
ま
ま
で
い
て
も

あ
な
た
の
気
持
ち
な
ら

こ
ん
な
に　

痛
い
ほ
ど　

わ
か
る
の
に

今
猿
人
（
こ
ん 

さ
る
ひ
と
）

　

☆
確
か
二
〇
〇
七
年
頃
、
当
会

に
入
り
、
そ
の
何
年
後
か
に
退
会

し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
出
戻
り
入

会
と
な
り
ま
す
。（
現
代
表
の
誰
か

さ
ん
が
、
戻
れ
、
戻
れ
と
…
…
）

　

職
を
辞
し
て
か
ら
山
の
方
で
隠

棲
し
て
お
り
、
こ
の
数
年
で
す
っ
か
り
出
不
精
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
当
会
の
催
し
に
も
殆
ど
参
加
で
き
な
い
で
し
ょ
う

が
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
ち
じ
く	

中
田
智
子

朝　

起
き
て

窓
を
開
け
る
と

赤
い
実
が
見
え
た

寝
巻
き
の
ま
ま
外
に
出
た

大
き
な
葉
の
下
を
の
ぞ
き
こ
む
と

赤
く
膨
ら
ん
だ
実
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る

母
の
乳
房
だ

幼
い
頃
見
上
げ
た
母
の

甘
く
柔
ら
か
い
乳
房

手
を
伸
ば
す
と

白
い
も
の
が
落
ち
た

中
田
智
子
（
な
か
た 

と
も
こ
）

　

奈
良
で
長
年
、
詩
を
書
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。
田
舎
で
は
あ
り
ま

す
が
、
身
の
回
り
に
は
沢
山
の
詩

の
材
料
が
、
転
が
っ
て
い
ま
す
。

　

素
直
な
心
で
、
見
る
物
に
愛
情
を
持
ち
、
女
性
な
ら
で
は
の

感
覚
を
表
現
し
な
が
ら
、
詩
を
書
き
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
関
西
詩
人
協
会
に
入
会
を
許
さ
れ
ま
し
て
、
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

会員を募集しています
関西在住の方、または関西にあ
る詩誌に関係があればどこの住
所の方でも受け入れています。
お友達に、詩に興味のある方が
おありでしたら、入会をお勧めく
ださい。会員の推薦者が一人
必要ですが、お近くにいなけれ
ば事務局にご相談ください。
【関西詩人協会事務局】
〒596-0813
大阪府岸和田市池尻町647-13
　島秀生方 関西詩人協会
TEL：090-9694-2266
Mail：snc17660@nifty.com

詳細はＸにも掲載しています。

風
の
会 

次
回
予
定

◆ 

4
月
7
日（
日
） 

ゲ
ス
ト 

野
口
幸
雄
さ
ん

◆ 

6
月
2
日（
日
） 

ゲ
ス
ト 

今
猿
人
さ
ん

い
ず
れ
も
14
時
～
16
時
30
分　
場
所
：
国
労
大
阪
会
館

《
6
月
2
日 

今
猿
人
さ
ん
の
詩
劇『Yogen

』を
朗
読
し
て
く

だ
さ
る
方
々
を
募
集
! !
》

朗
読
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
5
月
1
日
ま
で
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

０
９
０-

８
４
４
８-

５
３
７
３（
市
原
）

０
９
０-

１
１
４
９-

３
７
５
６（
田
中
）

（
担
当
：
田
中
猫
夢
）
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【
入
退
会
】

・入
会起走

マ
ウ
ス

〒
５
８
２
ー
０
０
１
９ 

大
阪
府
柏
原
市
平
野
1
ー
2
ー
35 

北
口
方

中
田
智
子

〒
６
３
０
ー
８
４
4
１ 

奈
良
県
奈
良
市
神
殿
町
２
９
２

・退
会　
岸
本
嘉
名
男・吉
川
昌
子・山
本
道
夫・由
良
恵
介

阿
部
由
子・井
上
直
樹

・ご
逝
去　
諸
行
響（
２
０
２
３
年
6
月
）

・メ
ー
ル
変
更　
戸
田
和
樹 kazukitoda0101@

ym
ail.ne.jp

・名
簿
訂
正　
今
猿
人（
こ
ん 
さ
る
ひ
と
）

久
保
俊
彦 kubo.007@

icloud.com

【
会
員
の
活
動
】

犬
飼
愛
生 

1
月
31
日 

滋
賀
県
の
立
命
館
守
山
中
学
校
に
お

い
て「
自
由
が
苦
手
な
君
た
ち
と
考
え
る
自
由
詩
の
こ
と
～
詩

人
と
の
対
話
を
通
じ
て
～
」と
い
う
講
演
会
を
、中
学
3
年
生

向
け
に
開
催
。ま
た
、2
月
23
日
～
3
月
16
日 

名
古
屋
／
金

山
の
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
ギ
ャ
ラ
リ
ーTO

U
TEN

BO
O

K STO
RE

に
て
、詩
集『
手
癖
で
愛
す
な
よ
』（
七
月
堂
）の
刊
行
を
記
念
し

て
、装
画
を
手
が
け
た
寺
田
マ
ユ
ミ
さ
ん
と
、二
人
展
を
開
催
。

井
上
良
子 

3
月
13
日
～
3
月
18
日 

枚
方
の
美
術
家
展 

枚

方
総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
本
館 

ひ
ら
し
ん
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

主

催
枚
方
市　
3
月
26
日
～
31
日 ThePass

児
童
画
国
際
交

流
展 

京
都
市
美
術
館
別
館
2
階 

主
催
児
童
画
の
国
際
交
流

を
す
す
め
る 

画
塾
協
会
い
の
う
え　
二
科
展 

4
月
23
日
～
28

日 

京
都
市
美
術
館
別
館 

全
館 

主
催
二
科
会

左
子
真
由
美
、尾
崎
ま
こ
と
、下
田
喜
久
美
、高
丸
も
と
子
、

西
田
純
、瑞
木
よ
う 

各
氏
が
作
詩
し
た
歌
が
、3
月
3
日 

茨

木
市
市
民
総
合
セン
タ
ー・セン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
ま
ほ
ろ

ば
─
21
世
紀
創
作
歌
曲
の
会
─
新
作
歌
曲
に
よ
る
第
18
回
コ
ン

サ
ー
ト
」で
、声
楽
家
た
ち
の
歌
唱
に
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

左
子
真
由
美 

1
月
17
日
、心
斎
橋
大
学
に
お
い
て
昼
夜
２
回

講
義
。「
詩
の
楽
し
さ
、詩
の
力
」

白
川
淑 

和
楽
主
催
の
金
沢
芸
術
祭「
和
楽
２
０
２
４
」が
3

月
8
日
か
ら
10
日
迄
開
催
さ
れ
た
が「
は
ん
な
り
花
あ
か
り
」

で
参
加
。切
り
絵
と
共
に
展
示
さ
れ
る
。（
7
月
に
は
作
品
集

と
し
て
発
刊
さ
れ
る
）

西
田
純 

詩
集『
風
の
森
』（
竹
林
館
、２
０
１
７
年
）が
、ディ
ス

カ
ヴ
ァ
ー・ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
か
ら
電
子
書
籍
に
な
り
、２
０

２
４
年
1
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

【
会
員
の
詩
書
】

・武
西
良
和
詩
集『
メ
モ
の
重
し
』（
土
曜
美
術
社
出
版
販
売
）

・田
中
啓
一『
愛
の
挨
拶
』（
詩
遊
社
）

・森
木
林
詩
集『
あ
た
た
か
な
風
に
な
る
』（
銀
の
鈴
社
）

・河
合
真
規
子
詩
集『
こ
こ
に
い
る
よ
』詩
と
絵
と
写
真（
竹
林
館
）

・中
尾
彰
秀
詩
集『
烏
の
中
身
は
空
』（
森
羅
通
信
の
会
出
版
）

【
会
員
発
行
の
詩
誌
】

ア
リ
ゼ 

２
１
８
号 

以
倉
紘
平

苺
余
果 

１
９
１
～
１
９
３
号 

藤
の
樹
（々
藤
本
数
博
）

イ
リ
ヤ 

24
号 

尾
崎
ま
こ
と

銀
河
詩
手
帖 

３
２
１・３
２
２
号 

近
藤
摩
耶

秋
桜 

29
号 

志
田
静
枝

軸 

１
５
０
号 

榊
次
郎

詩
の
森 

20
号 

熊
井
三
郎

指
名
手
配 

８
号 

佐
相
憲
一

憧
憬 

２
０
２
４
年
1
月
号 

三
浦
千
賀
子

新
燎
原 

49
号 

小
林
尹
夫

ち
い
さ
な
森 

29
号 

関 

中
子

花
た
ち
ば
な 

10
号 

も
り
た
ひ
ら
く

ふ
く
ろ
う
通
信 

14
号 

加
納
由
将

鉾 

89
号 

呉
屋
比
呂
志

Ｐ
Ｏ 

１
９
２
号 

左
子
真
由
美

M
essier 

62
号 

香
山
雅
代

RAVIN
E 

２
２
０
号 

牧
田
久
未

リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル 

１
９
２
号 

正
岡
洋
夫

【
団
体
の
会
報
・
図
書
】

茨
城
現
代
詩
選
２
０
２
３

岩
手
県
詩
人
ク
ラ
ブ 
会
報 

１
０
３
号

大
分
県
詩
人
連
盟 
会
報
い
ち
ご
通
信 

36
号

岡
山
詩
人
協
会 

協
会
だ
よ
り 

40
号

高
知
詩
の
会 

通
信 

29
号

埼
玉
詩
人
会 

会
報 

１
０
４
号

静
岡
県
詩
人
会 

会
報 

１
５
０
号

千
葉
県
詩
人
ク
ラ
ブ 

会
報 

２
６
４
号

中
日
詩
人
会 

会
報 

２
０
９
号

長
野
県
詩
集 

56
号

長
野
県
詩
人
協
会 

会
報 

１
５
５
号

日
本
現
代
詩
人
会 

会
報 

１
７
３
号

日
本
詩
歌
句
協
会 

会
報 

51・52
号

日
本
詩
人
ク
ラ
ブ 

詩
界
通
信 

１
０
５
号

兵
庫
県
現
代
詩
協
会 

会
報 

54
号

兵
庫
県
現
代
詩
協
会 

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
④

福
岡
県
詩
人
会 

会
報 

１
８
７
号

福
島
県
現
代
詩
人
会 

会
報 

１
３
３
号

宮
城
の
現
代
詩
２
０
２
３

山
形
県
詩
人
会 

会
報 

39
号

横
浜
詩
人
会 

通
信 

３
２
９
号
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編
集
後
記

部
屋
に
積
ま
れ
た
本
や
書
類
を
整
理
し
た
ら
動
き
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
す
っ
き
り
と
春
を
迎
え
ら
れ
そ
う
で
す
。

（
会
報 

森
下
）

H1 

30
Ｑ 

源
ノ
角
ゴ
B　

あ
い
う
え
お
関
西
詩

人
協
会12345

H2 

24
Ｑ 

源
ノ
角
ゴ
B　

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会

12345 

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会
12
月
30
日
5

H3 

18
Ｑ 

源
ノ
角
ゴ
B　

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345 

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会
12
月
30
日
5

H
4_16Q

_

源
ノ
角
ゴB　

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345 

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345

本
文_

ヒ
ラ
ギ
ノ
明
朝W

3　
あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会

12345

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345

あ
い
う
え
お
関

西
詩
人
協
会12345

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345

あ

い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会
12
月
30
日
5

文
章_

ヒ
ラ
ギ
ノ
明
朝W

3　

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会

12345

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345

あ
い
う
え
お
関

西
詩
人
協
会12345

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345

あ

い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会
12
月
30
日
5

本
文_

ヒ
ラ
ギ
ノ
角
ゴW

3　
あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会

12345

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345

あ
い
う
え
お

関
西
詩
人
協
会12345

あ
い
う
え
お
関
西
詩
人
協
会12345

あ
い
う
え
お
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●
会
員
の
皆
様
へ

本
ペ
ー
ジ
の「
会
員
の
詩
書
」「
会
員
発
行
の
詩
誌
」欄
の
掲

載
に
つ
い
て
は
、事
務
局・島
秀
生
の
方
へ
ご
送
付
下
さ
い
。

ま
た
、「
会
員
の
活
動
」欄
の
掲
載
に
つ
い
て
も
、島
秀
生
の

方
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
入
退
会
・
名
簿
担
当
か
ら
お
願
い

入
退
会
、永
年
会
員
申
請
、住
所・メ
ー
ル・電
話
番
号
等

の
変
更
は
、速
水
晃
へ
ご
送
付
下
さ
い
。


